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サシバ Butastur indicus 

タカ目タカ科サシバ属  

 

サシバの形態 

全長は約 47～51 ㎝で、翼を広げ

た時の大きさは 103～115 ㎝である

１）。ハシボソガラスと同程度の大きさ

２）で、メスのほうが大きい。 

背中側は褐色で、白い眉斑がある。

これはメスの方が顕著である１）。喉は

白く、中央に黒い縦線があり、頬は灰

色である。腹側は白く、胸と腹には褐

色の横斑があり、胸の方に横斑が多い１）。メスはオスと比べるとこの横斑が少ない。尾は灰

褐色で数本の黒帯がある１）。幼鳥の腹側には黒い縦斑がある。暗色型も見られるが、個体数

は少ない。 

 

サシバの生態など 

鳴き声は「ピックィ―」３）で、甲高い声で鳴く。 

日本には、九州から本州に夏鳥として渡来し、平地から山地の森林、畑、水田などで生息、

繁殖する２）。狩りは水田などで行われる。 

ヘビやトカゲ、カエルといった両生類や爬虫類を主に食べる。他にも、鳥のヒナやネズミ、

セミやバッタといった大型の昆虫類などをエサとする。 

羽ばたきはハチクマやトビよりも速く、帆翔時両翼は水平になっている１）。 

天気などによっても左右するが、観測される数は 30 年前より減少しており、2006 年国

のレッドリストに「絶滅危惧Ⅱ類」として掲載された３）。減少した原因としては、農作地の

荒廃などにより、生息地がなくなったことと餌をとる場所が減ったことが挙げられる。 

 

サシバの類似種 

類似種には、ノスリ（Buteo buteo）やオオタカ（Accipiter gentilis）、ハチクマ（Pernis 

ptilorhynchus）がいる。サシバと比べて、ノスリは翼の下側に横斑がなく、翼の幅が広く
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尾が短い。オオタカは尾が長く、翼が短い。ハチクマはサシバよりも大きく、翼の前縁から

出ている頭部が長い。また初列風切の先の黒色が目立つ１）。 

 

サシバの渡り 

サシバは南西諸島、マレー半島、

フィリピン、インドシナなどで越冬

する３）。そこから 3月中旬頃に群れ

でやって来て、越夏、繁殖する。日

本以外の越夏、繁殖する場所として

は朝鮮半島、中国北東部、アムール

地方南部、ウスリー地方がある４）。

9 月中旬から 10 月の終わり頃にか

けて、大きな群れで南へ移動する。

渡りの規模は、春より秋の方がはる

かに大きい。 

渡りの名所には、愛知県伊良湖岬、

鹿児島県佐多岬５）、宮崎県金御岳な

どが挙げられる。金御岳では、10月 10 日をはさんだ 1週間がサシバの渡りのピークであ

る。その頃になると野鳥ファンが集まり、地上も空もにぎやかになる。多数のサシバが上空

を飛翔する様子は圧巻である。 
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